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たが， 41才， 78才ではレ線上の変化に相応し，水分， 
Collagen，Hex-NHs，塩基性アミノ酸量の高位別変動が
みられた。腰椎々間板は胸椎々間板に比し生化学的変性
が早期に現われる。灰分は髄核で加令とともに著者に減
少するが線維輪では著変はない。 Na，K は灰分と同様
の傾向を得た。 Rheo1ogyでは，動的粘弾性は荷重負荷
とともに若年者では直線的に増加するが，老年では弓状
に増加し早期に水平化する。応力緩和は最初の l分で著
しく減少し，若年者でその傾向が強い。 
13. 腰部椎間板の研究 z 特にその神経終末に関する
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脊椎の神経分布については，かなり詳細な報告があり，
特に椎間板では線維輪最外層までしか神経分布は見られ
ないとされている。
ゆえに椎間板それ自体の変性のみでは，いわゆる 
Low back painの原因とはなり得ないとされていたが，
近年鈴木教授の提唱する“Discogenicpain"なる概念
は， Discography施行時の疹痛の再現性， Disco-EMG 
の変化等，かなり確実な臨床的裏付けがある。そこでわ
れわれは改めて，椎間板内神経終末について組織学的検
討を行なった。 
TAD施行時刻出標本 14症例， 19椎間，新鮮解剖例 4
例， 12椎聞について， Richardson氏液固定後，大標本
連続凍結切片 (30"，40μ厚)を作製し，瀬戸氏鍍銀法に
て髄索染色を行なった。
われわれは，病理組織学的にきわめて変性の著明なも
のの椎体終板，髄核，線維輪等に，有髄性，無髄性の知
覚神経と思われる自由終末と Meissner小体様の受容器
を確認できた。これ等終末受容器と刺激源との関係につ
いてはきわめて興味深く，今後さらに検討をすすめた 
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椎間板の栄養経路および水分代謝について研究した。
第 lに水分含有量および電解質 Na，K量，および Ash 
contentをみると加令とともに減少する。第 2に椎間板
内に 22Naを注入すると，変性椎間板は消失が早いが正
常でも，数日で消失する。第 3に全身に投与した物質が
椎間板にとり込まれる様相を，基礎的臨床的に研究し
た。すなわちいろいろの分子量の蛍光物質を経静脈，経
腹膜的にマウスに投与し，種々の時間を経て， Sacrifice 
し，ただちにー7SOCに凍結し， _lO oCにて，正中にて
矢状面に切断標本を作成し，紫外部投光による蛍光物質
の Traceを施行した。同時に，椎間板を蛍光顕微鏡にて
蛍光物質のとり込みの様相を追求した。
この結果， B. Sy1venのいうように 15Aの Effective 
Pore Sizeというような，いわゆる“ Bradytrophisches 
Gewebe"というには，椎間板へのとり込みを，あまり
にも早いという結論を得，われわれは椎間板は，従来の
概念に反し活発な MetabolicPathを営んでいるものと
考える。 
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昨年度に引き続き検討を進めた。 
1) Vertebra1 Osteophyte進展様相の検討: 19椎間板
の Diskogram像の検討より，椎体前上縁への造影剤が
流れ込むごとき「準備状態」とでも言うような症例よ
り，さらに線維輪に治って上方へ巻き上がる“Loosing"
に相当する Stage等，椎間板変性を基調とした骨棟形
成の進んだ症例があり，靭帯等周囲組織における変化の
先行が伺われる型，あるいは椎体硬化所見と密接な関係
を示す型があり，複雑な様相を呈している。 
2)生体物性(粘弾性)よりの実験的研究: 理研深田式
動的粘弾性測定装置を使用し，種々の骨棟形成を示す線
維輪の Biodynamicsに関する検討を行なった。その結
果骨東京形成の進んだ例は，粘弾性が下降し，また応力緩
和が劣悪であり骨糠形成と線維輪の Dynamics との密
接な関係が推定せられた。 
3) Trigger Mechanismの検討:
イ)85Sr体外計測法により異常 Uptakeを示す例があ
り，手術所見より椎体炎症機転を証明しえた症例があ
る。ロ)Acry1amidge1 Disc E1ectrophoresisによる検
討， 15症例の検討より Haptog1obinPeakの異常高値
と異常 Peakの出現例が多く α2-G1obulin，謬原病との
関連を示す所見が得られた。
ハ〉糖尿病例の検討: 20例につき検討したが骨糠形成
度と本症の一義的な関係を示す所見はえられなかった。
